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 全国給食事業協同組合連合会（平井昌一会長）は 6 月 12 日、東京・港区の品川プリンスホ

テルで「第 48 回通常総会」を開き、会員など 90 人が出席した。 

 令和 7 年度の実績は、売上高 7 億 6,100 万円（前年比 106.6％）、利益剰余金は 1,787 万

円を計上し、出資配当 240 万円、利用分量配当 1,100 万円を実施した。 

 ７年度事業では、食品等流通合理化推進補助事業では、国の補助金を活用した設備導入

により、組合員企業の物流効率化を図った。 

 共販事業では、「冷凍キムチ」の販売が好調に推移している。販促支援では、「スケトウダラ

角切」について、埼玉県学校栄養士研究会会長の今井ゆかり氏による“簡単・時短を意識し

つつ、子どもたちの食べたい気持ちを引き出すメニュー開発”などにも新たに取り組んだ。 

 令和 8 年度は、全国 6 単協・56 社による共販事業を引き続き推進することに加えて、政府

による学校給食費の負担軽減策の進捗や、食品の消費税引き下げを注視していく。 

 総会後の懇親交流会で挨拶に立った平井会長は、「全国ネットワークを活かし、各単協の

横断的な連携をさらに深め、情報共有、商品提案をはじめとする様々な分野で相互協力を

推進していく。一方、学校給食を取り巻く環境変化では 4 月から『学校給食費の抜本的な負

担軽減』が開始された。この制度を『保護者の負担軽減』にとどめることなく、『給食の質の向

上』につなげていくための情報発信や啓発活動に積極的に取り組む」と述べた。 

 来賓祝辞は、原田達農林水産省談神官房新事業・食品産業部食品流通課長、矢野正敬

文部科学省総合教育政策局健康教育・食育課課長補佐。 

 賛助会員代表挨拶は嵯峨秀夫日東ベスト社長執行役員、乾杯発声は松尾哲哉ニチレイフ

ーズ取締役専務執行役員。中締めは、箱石寛之副会長・北日本給食会理事長。 

 

 

（左から）平井全給協会長、原田農水省食品流通課長、矢野文科省健康教育・食育課課長補佐、嵯峨日

東ベスト社長執行役員、松尾ニチレイフーズ取締役専務執行役員、箱石副会長・北日本給食会理事長 

第 48 回通常総会開く 

「学校給食費の抜本的な負担軽減」を 
「給食の質の向上」につなげることが重要 



平井会長 「学校給食を取り巻く環境変化を的確に捉えて」 

 全国給食事業協同組合連合会の令和 8 年度事業では、この全国ネ

ットワークを活かし、各単協の横断的な連携をさらに深め、情報共有、

商品提案をはじめとする様々な分野で相互協力を推進していく。また、

事業委員会を中心に、学校給食を取り巻く環境変化を的確に捉え、会

員に貢献できる収益事業に積極的に取り組んでいく。 

 こうした取組を進める一方で、全給協を取り巻く環境は依然として厳

しい状況が続いている。 

 社会情勢に目を転じると、国際情勢の緊張に伴うエネルギー価格の

高止まりや、包装資材不足などによる食料品価格の高騰が依然として

継続している。 

 このような中、本年４月より「学校給食費の抜本的な負担軽減」が開始された。私どもは、こ

の制度を「保護者の負担軽減」にとどめることなく「給食の質の向上」につなげていくことが重

要であると考えている。「給食の質の向上」につながるための情報発信や啓発活動に積極的

に取り組んでいく。この制度の効果をさらに高めるためには、農林水産省、文部科学省の皆

様のご指導、ご支援が必要不可欠だ。何卒、引き続きのお力添えを賜りたい。 

 また食料品価格の高騰に関連する施策として「飲食料品の消費税の引き下げ」が検討され

ている。学校給食においては減税により確保される財源を食材購入に充てることで、2 年間

の時限措置ではありますが、学校給食の充実につながるものと期待している。 

 日本の学校給食が将来にわたり安定して継続し、子どもたちの健やかな成長と豊かな食育

に貢献できるよう、ご出席の皆様と共に取り組んでまいりたい。 

【来賓祝辞】原田達農林水産省談神官房新事業・食品産業部食品流通課長 

「給食は国民生活を支える」 

 給食事業は、学校給食、社員食堂、病院給食、福祉施設給食と、様々な場所で展開されて

いる。本日は給食の魚についてお話ししたい。 

 NHK ドラマ「ムシュラン三ツ星」で、愛知県の学校給食ご当地メニュー「イカフライのレモン

煮」が登場したが、様々な給食は物価高騰や人手不足が続く中でも、国民生活をしっかりと

支えている。中東情勢の影響を受けて、給食現場はナフサ代替資材の調達などに苦心され

ているとは思うが、農水省としても皆さんの声を 1 つ 1 つ伺い、経営課題を解決していく。 

【来賓祝辞】矢野正敬文部科学省総合教育政策局健康教育・食育課課長補佐 

「積極的に食育の推進に協力を」 

 学校給食は、学校教育における重要な教育手段の 1 つとして定着しており、食事内容を充

実するなど今日まで発展を遂げてきた。これは偏に、子ども達のために、日々、安心安全な

食品を供給いただいている皆様の長年に亘るご尽力の賜物であり、熱く御礼申し上げる。 

 5 月 20 日に食育基本法が改正された。改正食育基本法の中では、食料安全保障が大きな

テーマとして掲げられており、学校給食では「地域の特色を生かした学校給食の実施」が引

き続き規定されている。皆様も機会を生かして、子ども達の健やかな心身と豊かな人間性の

育成に向け、ぜひ、積極的に食育の推進にご協力を賜りたい。 
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